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保育者の成長に
(お

豊墨儘"
保育者が実践年数

を「成長」と定義す

識を抱いた。保育者

という考え方は、歌の2

,えられる。

らす1)時聞の経過が成長をもた

な考えを瀞き、保育の惰性を容認

2)一種の「成長した保育者像」

ねない。

以上 2 点は成長を r 結果」とと

に起因していると考えられる。そ

「過程」ととらえる立場から、

する成畏を揮る必要があると筆

香

某の水女子大学大学院)

た影響

響
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長く継続中ること

に、筆者は問題意

が時間に依存する

の危険を含むと考

期間を

子
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本研究

と雀察の

および保

暖昧な認

「保育者

目的とす

は、上述

に依拠す

践と省察

軽ての

子

属幼稚園)

分」,L盆_塁.

1.実敗と省禦の循環

より

<実践>子どもや組の現状

にとらえ、そのと

育行為を判断して

<保育当日の省察>実践中

し、閻題点を認識

考する。保育行為

即して具体的に検

<翌日の実践>保育当日に

識しτ鍵践し、場

くは膨正する面が

<翌日の省禦>子どもや自

自分のかかわり方

直す。実畿や自分

的に検 する。

上記のように保育者の取り

が関連しつつ循瓊し

を経ての省察>一連

比較で実遇去と

把握したり、当時

育行為の妥当性を

期間を経て再び蜜察する

実践と省察の循環過程を内

大きな循環経路が形成され

下図は実践と省察の循環

循環経路の関係を表す。
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保育者を対象に保脊実践を継続的に

る。実賎中は保育客の胸元にマイク

声を録音する。音

の省察内容をインタヴユーで間く。

は、筆者の観察記録を見ながら貨察

インタヴュー終了後、実践中の録

を渡し、即日聴いてもらう。

実践場面についての省撰を行い、

ユーする。

にも一連の鍵践と雀察の過程衣想

行い、インタヴユーする。

考察する。

保肖当日の

および

な循環経路

問題点を無意謙的,

らえに基づいτ保

いる。

のとらえを意識化

して解決方法を熟

の妥当性を堀面に

討する。

省察した

面の中で

みられる。
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2.狩脚

保

面に

し、

客観

内容

3.筆者

筆

の経遇に

育当日に

即した具

翌日には

的に

はさ

の存

者の観察

けたり、
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かしモ

問題意

の保育記

うな過不

とによ

な手が

察時の

ての筆

や背最に

理解を求

つた。

伴う

は保
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じて保育者に

分
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保育者の省察の機能が様々に諭じられ、ま

た「成畏」,「省察」ということぱが多用され
^
乢一

てきたにもかかわらず、双方とも暖昧な認識

の中で随意な解駅によって番及されてきた
^

、ー

とは前述のとおりである。保育者にとって実

践後の省擦が靈要であることは認められてい

たものの、実際に省察を分析してその機能を

解明した研究がなされなかったためであろ。

そのため「保育者の成長」も、園内研修等、

成長を目的とする場のあり方を研究しながら、

成長モのものの定義が暖昧であ たり、もし

くは時間的貴的経験の蓄禎によって必然的に

もたらされるものとして認識されてきた。

筆岩はモの点に曽目し、保育者の街察を適

接対魚とする研究を行ったので る。モの結

果、省察の機能を保育者の日常の中から事例

分析によって解明し、「街察」および「保育

者の成長」を明確に定義づけることができたこ

ことは、本研究の独自な意義といえる.

また現時点に依拠する成長への碧眼、、本

研究の独冑性を示すものといえよう。
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多角的な視点の獲得を伴

を意識的に繰り返し、

循項経路に位置づく

子どもや自分自身に

を増すことである。
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.多角的な視点の獲得と保育者の成長

宙分独自の視点にのみ基づく実践中のと

らえは、保育者個人の真実ではあっても普

遍的な真実とは限らない.笑践ど谷察

環過程を意識的に繰り返し、多角的な

を獲得しつつ、とらえを積み重ねる こ

よって保育者は、常に翌日以降の実践 にお

ける判断形成を行っているのである。

つまり多角的な視点を獲得tることに

つて保育者の実践や自分自身についての

らえが苛遍性を増し、'モれ故に実践上

題解決に胸用な判断形成をし得るので

煮墨
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2.鏘三考の観察記鋒

第三者の関与もま

入れて自分の視点と

多角的な視点を獲得

ただし観察記録を

用いる場合保育者は、

入れつつも、自分自身

ら銃むことが重要であ

また省察内容を喬語

ることに閥しては、伝

で街察内容が決定づけ

られることがあるのが

でも、保育者

覚してい たた

その観察記録

を検討しなが

観察記録を省

とができ 0

は、省察

者が、実

したり、

話し方を

問

る。

て、

るか

者の

内容を

ること

り返し何虚も省察することの意味

育者の省寮は、保育当日には保育の当

の立場で、翌日には第三者的な立塲で

れ、鄭間を経た省寮ではさらに当事者

が薄れ、省票の客観性が増した.

まり前頁の図の循環過程を何度も繰り

とによって保育者は、保育の当事者こ

場で実践を臭体的に検討したり、時間

過とともに当事者意搬が薄れて、より

的に実践の検射をしたりする。様々な

から省察を行う結果、保育者は多角的

とが可能になる。

例に関して保育者が、

ていた実感

と省察時の関与の意味

た、他者の視点を取り

突き会わせ、保育者が

することに寄与する。

善察の乎がかりとして

記録者の視点を取り

の視点を確認しなが

る。

化して第一

える椙手が

られたり、

わかる。

必要

が自

め、

がど

ら読

察の

うな

筆者
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上記の知見から筆者は、保育老の省禦を氷の

ように定義した。

第1に、実践中の無意識的なとらえを意識

化すること。

第2に、保育者自身の現状や実践上の闇題

点を認識し、闇題解決の方法を熟考すること。

第 3 に、実践の妥当性を多角的に検討する。
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